
　秋田駅近くのホテルに宿泊し、地ビールレストランで「なまはげ IPA」など５種類を飲み比べて楽

しい夜を過ごした。1 月９日（日）。駅そばで朝食を済ませた後、８：２０発の五能線「リゾートし

らかみ」に乗車。４両編成の列車は、窓が大きく、存分に日本海の景観を楽しむことができる。

　１２：０８五所川原（ごしょがわら）着。人口は約５万人。津軽平野最大の街だ。寿司屋でランチ

の後、「立佞武多（たちねぶた）の館」を見学。高さ２０ｍの巨大な山車は圧巻だった。

　ローカル私鉄「津軽鉄道」に乗り換える。古色蒼然の駅舎に入り、切符を買うと昔懐かしい「硬い

切符（硬券）」が手渡される。列車は１両で、「走れメロス」というヘッドマークを付けている。

　２０分ほど乗車すると「金木」。太宰治の生家「斜陽館」が近い。外観を眺めてから、すぐそばに

あるカフェに入った。倉を改造した素敵な内装で、期間限定の「リンゴパフェ」（５００円）を頼めば、

甘く煮詰めたリンゴがまるごと一個乗っかっており、インスタ映え間違えなしだ。味も抜群だった。

　金木から終点の「津軽中里」まで行き、折り返し「ストーブ列車」に乗車する。昭和初期～中期に

製造されたであろう車両に、２台の石炭ストーブが設置されている。アテンダントの女性から、スル

メ（５００円）とストーブ酒（３５０円／銘柄：じょっぱり）を購入。スルメはストーブに置かれた

金網の上で焼いてくれ、割いたものを渡してくれる。

　窓の外は雪景色の津軽平野。昭和中期にタイムスリップしたような暗い車内にはストーブが燃えて

いる。列車に揺られ、スルメを嚙み、酒を飲めば、気分は上々だ。

　夜は「弘前」に泊まった。居酒屋に入れば津軽三味線の生演奏。「じょんから節」が響いていた。
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　先日、天気が良かったので「鳥屋野潟」を歩いて一周してみました。「鳥屋野体育館」から出発し、少し

早歩きだと１時間３０分。距離は約８キロです。普段クルマで通っている道も、歩くことでいろいろな

発見があります。潟では、カモがのんびりと浮かんでいますし、桜の木

一本ずつに個性があり、興味深かったです。

　南岸の公園を歩くついでに、「動物ふれあいセンター」に寄ってみ

ました。ヤギ、ひつじ、カピパラやアルパカがのんびりと食事中で、

ほのぼのしました。

　この他にも、「いくとぴあ」で花を愛でたり、ログハウス風の喫茶

店でコーヒーブレイクしたり、楽しいことがたくさんありそうです。

　寒い季節ですが、運動不足解消のため、散歩に出かけてみませんか。

冬の散歩で運動不足を解消しよう。

地球環境や人、社会、地域に配慮していこう！

｢Ｅｃｏ列車でいこう！｣ ～第 149 回～ストーブ列車のスルメと日本酒

（ＣＯ２排出量の少ない交通機関での旅行や、心が豊かになるような旅行を紹介するコーナーです！）

  金木駅近くのカフェでりんごパフェを満喫     　ストーブ列車車内は懐かしい雰囲気　　　スルメとストーブ酒を車内販売で購入


